
































　　能動の形 kam-uN （たべる） 受動の形 kam-ari▲▼N （たべられる）
　みとめ方     
　　肯定 kam-uN （たべる） 否定 kam-aN （たべない）
　ていねいさ     







　アスペクト     
　　完成相 kam-uN （たべる） 継続相 ka-do▲▼N （たべている）
　kamuN は、受動の形 kamari▲▼N に対して能動の形として、否定の形 kamaN に対しては
肯定の形として、ていねいないいかたの kamabi▲▼N に対してはふつうのいいかたとして、
継続相の kado▲▼N に対しては完成相として対立している。kamuN は、能動、肯定、ふつう、






肯定 否定 肯定 否定
kamuN kamaN kado▲▼N kade▲▼uraN
ふつう ていねい ふつう ていねい ふつう ていねい ふつう ていねい





ふつう ていねい ふつう ていねい




ふつう ていねい ふつう ていねい
kamaQto▲▼N kamaQto▲▼jabiN kamaQte▲▼uraN kamaQte▲▼uibiraN
　テンス、ムードは、せまい意味での活用にかかわる形態論的なカテゴリーで、特定の位































































直説法断定一般むすび kaNdʒ-uN kaN-taN kaNdʒ-utaN
du むすび kaNdʒ-uru kaN-taru kaNdʒ-utaru
推量 kaNdʒ-uru hadʒi kaN-taru hadʒi kaNdʒ-utaru hadʒi
質問法Yes-No たずね kaNdʒ-umi kaN-ti▲▼ kaNdʒ-uti▲▼
疑問詞たずね kaNdʒ-uga kaN-taga kaNdʒ-utaga
du むすびたずね kaNdʒ-urui kaN-tarui kaNdʒ-utarui
念おしたずね kaNdʒ-ura kaN-tara kaNdʒ-utaraきかけはたら
命令 kaNd-i、kaNd-e▲▼、kaNd-e▲▼=wa、
勧誘 kaNd-a




































第二過去形 kaNdʒ-utaru、 条件形 kaNdʒ-ura▲▼、kaNdʒ-ure▲▼、kaNdʒ-ukutu、kaNdʒ-
























安慶名方言   日本語
強変化   強変化
Ⅰm jum-a 読もう N１m jom-o▲▼
Ⅰb jub-a 呼ぼう N１b job-o▲▼
Ⅰn ʃin-a 死のう N１n ʃin-o▲▼
Ⅰk kak-a 書こう N１k kak-o▲▼
Ⅰg kug-a 漕ごう N１g kog-o▲▼
Ⅰs sas-a 刺そう N１s sas-o▲▼
Ⅰt mat-a 待とう N１t mat-o▲▼
Ⅰr１ tur-a 取ろう N１r tor-o▲▼
Ⅰr２ tʃir-a 切ろう  kir-o▲▼
Ⅰd kaNd-a 被ろう  kabur-o▲▼
Ⅰr３ ʔarar-a 洗おう N１w ara-o▲▼
Ⅰr４ ko▲▼r-a 買おう  ka-o▲▼
 ʔumur-a 思おう  omo-o▲▼
Ⅰr ５ ʔir-a／ʔja▲▼ 言おう  i-o▲▼
混合変化   弱変化
Ⅱe１ ʔukir-a  受けよう N２e uke-jo▲▼
 tatir-a  立てよう  tate-jo▲▼
 narir-a  慣れよう  nare-jo▲▼
Ⅱe２ ʔukir-a  起きよう N２i oki-jo▲▼
 ʔutir-a  落ちよう  otʃi-jo▲▼
 ʔurir-a  降りよう  ori-jo▲▼
Ⅱi tʃir-a   着よう N２i ki-jo▲▼
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Ⅱid ’N▲▼d-a11) 見よう  mi-jo▲▼
特殊変化   特殊変化
Ⅲ１ ’ur-a12) 居ろう  or-o▲▼
Ⅲ２ ʔar-a▲▼13) 有らば  ar-eba（有れば）
Ⅲ３ ku▲▼ 来よう  kojo▲▼
Ⅲ４ sa▲▼ しよう  sijo▲▼
　安慶名方言と現代日本語の基本語幹を対比させてみてふたつのことに気づく。
ひとつは、強変化動詞において両者がよく対応していることである。たとえば、現代日本
語の強変化動詞の語幹末が ｍ になる動詞（以下N１m 動詞）に対応する安慶名方言の強





動詞の基本語幹末も r になる。安慶名方言で語幹末子音が r であらわれる現象を「 r 語幹
化」とよぶ。
　安慶名方言のⅠd 動詞は、現代日本語の N1r 動詞に対応し、語幹末 r の直前の音節が 
bu（あるいはmu）である。安慶名方言では～bura の bu が前鼻音化～mbura し、さらに
両唇破裂音が鼻音になって母音がなくなった～mra あと、後続の r の逆行同化によって調
音点が両唇から舌先～nd になったもので、Ⅰr１の変種のひとつである14)。kaNd-a（被ろう）、
jaNd-a（破ろう）、niNd-a（眠ろう）の Id 動詞がこれに属する。
Ⅰd  ＊kabur-e ＞ kambure ＞ kamure ＞ kamre ＞ kaNre ＞　kaNd-i（被れ）
　安慶名方言のⅡid は、現代日本語の N２i に対応するが、語幹末が d になっている。Ⅱi 
動詞と同様に r 語幹化した形がⅠd 動詞の語尾が d になるのと同じ理由で d に変化したと
推定される。
11　 ’N▲▼dʒuN（見る）の命令形は ’N▲▼d-e▲▼ だが、もくろみ動詞をつくる補助動詞 ’N▲▼dʒuN の命令形には、
kadi ma▲▼（食べてみろ）のように r 語幹化しない形があらわれる。
12　安慶名方言の ’uN の形のうえで対応するのは、古代日本語の「をる（居る）」である。






Ⅱid ＊mir-a ＞ mra ＞  ’Nra ＞　’N▲▼d-a（見よう）





使役動詞に ʔara▲▼suN、wara▲▼suN があって、いずれも r 語幹化していない形（母音語幹）










ては寝 する）、ʔama mi▲▼ kuma mi▲▼ suN（あっちを見 こっちを見 する）に使用される。
　述語のとりたて形は、-ja（は）、-N（も）、-du（ぞ）、-ga（が）などの係助辞を第一中止
形に後接させ、補助動詞 suN（する）をくみあわせ、補助動詞 suN の変化形によって文
法的な意味をあらわしわける。下の du のとりたて形のほかに、numiN　suN（飲みもする）、
numiga sura（飲みか　する）など、係助辞N（も）、ga（か）のとりたて形がある。
　ʔunu　sake▲▼ siNsi▲▼gadu　 numuru．（その 酒は 先生が 飲むのだ。） 主語のとりたて
　siNsi▲▼ja　sakidu　numuru．（先生は 酒を 飲むのだ。） 補語のとりたて














基本語幹 連用語幹                         
第一中止 直説法 非過去 第三中止形
Ⅰm jum- jum-i jum-uN jum-a▲▼ni
Ⅰb jub- jub-i jub-uN jub- a▲▼ni
Ⅰn ʃin- ʃin-i ʃin-uN ʃin- a▲▼ni
Ⅰk kak- katʃ-i katʃ-uN katʃ- a▲▼ni
Ⅰg kug- kudʒ-i kudʒ-uN kudʒ- a▲▼ni
Ⅰs sas- sas-i sas-uN sas- a▲▼ni
Ⅰt mat- matʃ-i matʃ-uN matʃ- a▲▼ni
Ⅰr１ tur- tu-i tu-iN tuj- a▲▼ni
Ⅰr２ tʃir- tʃi▲▼ tʃi▲▼N tʃij- a▲▼ni
Ⅰd kaNd- kaNdʒ-i kaNdʒ-uN kaNdʒ- a▲▼ni
Ⅰr３ ʔarar- ʔara-i ʔara-iN ʔaraj- a▲▼ni
Ⅰr４ ko▲▼r- ko▲▼-i ko▲▼-iN ko▲▼j- a▲▼ni
ʔumur- ʔumu-i ʔumuiN ʔumuj- a▲▼ni
Ⅰr ５ ʔir-／ʔja▲▼ ʔi▲▼ ʔi▲▼N ʔij- a▲▼ni
Ⅱe１ ʔukir- ʔuki▲▼ ʔuki▲▼N ʔuki-ja▲▼ni
tatir- tati▲▼ tati▲▼N tati-ja▲▼ni
narir- nari▲▼ nari▲▼N nari-ja▲▼ni
Ⅱe２ ʔukir- ʔuki▲▼ ʔuki▲▼N ʔuki-ja▲▼ni
ʔutir- ʔuti▲▼ ʔuti▲▼N ʔuti-ja▲▼ni
ʔurir- ʔuri▲▼ ʔuri▲▼N ʔuri-ja▲▼ni
Ⅱi tʃir- tʃi▲▼ tʃi▲▼N tʃi-ja▲▼ni
nir- ni▲▼ ni▲▼N ni-ja▲▼ni
Ⅱid ’N▲▼d- ’N▲▼dʒ-i／mi▲▼ ’N▲▼dʒ-i ’N▲▼dʒ- a▲▼ni
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Ⅲ１ ’ur- ’u-i ’u-N ’uj- a▲▼ni
Ⅲ２ ʔar- ʔa-i ʔa-N ʔaj- a▲▼ni
Ⅲ３ ku▲▼ tʃi▲▼ tʃu▲▼N tʃa▲▼ni
Ⅲ４ sa▲▼ ʃi▲▼ suN sa▲▼ni
　基本語幹末の子音が～ｍ、～ｂ、～ｓ、～ｎ になる動詞（Ⅰm、Ⅰb、Ⅰs、Ⅰn）は、
基本語幹と連用語幹が同音である。基本語幹末が～k、～g、～t になる動詞（Ⅰk、Ⅰg、





Ⅰr１ ＊tor-i  　　 ＞ turi　　＞ tu -i17)






Ⅰr３ ＊araw-i　　 ＞ arawi　＞ ʔarai ＞　ʔara-i
Ⅰr４ ＊kaw-i　　  ＞ kawi　 ＞ ko▲▼i　 ＞　ko▲▼-i






18　 安慶名方言のばあい、前後を＊i に はさまれた r は脱落せず、tʃi▲▼N（切る）の第一中止形は tʃiri が予







Ⅰr１ ＊tor-i・ari　  ＞　toriari　  ＞　turjari　 ＞　turja▲▼ri　 ＞　tuj-a▲▼ni
Ⅰr３ ＊araw-i・ari　＞　araiari　 ＞　ʔaraja▲▼ri ＞　ʔaraja▲▼ri　＞　ʔaraj-a▲▼ni
Ⅰd ＊kabur-e ＞ kambure ＞ kamre ＞ kaNre ＞　kaNd-i（被れ）
 ＊kabur-i ＞ kamburi ＞ kamri ＞ kaNri ＞　kaNdʒ-i（被り）
　Ⅰd のkaNdʒ-i（被り）の連用語幹末が～dʒ になっているのは＊i の逆行同化による口蓋




にしている。直説法、質問法の非過去形に属する活用形の語尾が -i ではじまるのも、’uN 
が融合する過程で語幹と語尾の境界の音声の変化した結果である。
Ⅰm ＊jom-i・uN  ＞ ＊jumiuN ＞ jumjuN　＞　jum-uN
Ⅰr１ ＊tor-i・uN  ＞ ＊turiuN　＞ turjuN　＞　tujuN　＞ tuiN　＞tu-iN
Ⅰr３ ＊araw-i・uN  ＞ ＊ʔarawiuN　＞ ʔarajuN　＞　ʔara-iN
Ⅰr４ ＊kaw-i・uN  ＞ ＊kawiuN　＞ ko▲▼juN　＞　ko▲▼-iN
　Ⅰr３動詞の直説法、質問法の非過去形もｒ語幹化した可能性がないわけではないが、ど
の段階でｒ語幹化したのか、なお、検討を要する。
　Ⅰr２動詞（ tʃi▲▼N 切る）は、’uN が融合する過程で語幹と語尾が統合してなが母音とな
り、語幹と語尾の境界も融合し、境界を設定できなくなったものである。このタイプは、
音便語幹が促音になるので、他のⅠr 動詞とはことなる。
Ⅰr２ ＊kir-i ・uN  ＞  kirjuN　＞　tʃijuN　＞ tʃi▲▼N
　安慶名方言の混合変化動詞の第一中止形の語幹末には なが母音があらわれ、r 語幹化し
19　 安慶名方言のばあい、融合語幹は r 語幹動詞の第三中止形と同時形にあらわれるが、首里方言では 
























　Ⅰm動詞とⅠｂ動詞の第二中止形の語尾は -di である。Ⅰｍ 動詞にはnu-di（飲んで）、
tʃitʃi-di（包んで）、tanu-di（頼んで）などが属し、Ⅰｂ動詞には、ju-di（呼ぶ）、ʔaʃi-di（遊
んで）などが属する。



















　Ⅰg 動詞（ tu-dʒi 研いで）の第二中止形の語尾は、-dʒi である。また、Ⅰn 動詞も語尾
は-dʒiである。ただし、Ⅰn 動詞は、sinuN（死ぬ）の１語である。
２．３．２ 促音語幹






















　　　joN-de （読んで） 　Ⅰm ju-di
　　　joN-de （呼んで） 　Ⅰb ju-di
　　　ʃiN-de （死んで） 　Ⅰn ʃi-dʒi
　　　kai-te （書いて） 　Ⅰk ka-tʃi  
　　　koi-de （漕いで） 　Ⅰg ku-dʒi  
　　　saʃi-te （刺して） 　Ⅰs sa-tʃi  
　　　toQ-te （取って） 　Ⅰr１ tu-ti   
　　　kiQ-te （切って） 　Ⅰr２ tʃiQ-tʃi 
　　　kabuQ-te （被ぶって） 　Ⅰd kaN-ti 
　　　araQ-te （洗って） 　Ⅰr３ ʔara-ti 
　　　kaQ-te （買って） 　Ⅰr４ ko▲▼-ti  
　　　omoQ-te （思って） 　Ⅰr４ ʔumu-ti  
　　　iQ-te （言って） 　Ⅰr５ ʔi-tʃi  
　　　maQ-te （待って） 　Ⅰt maQ-tʃi 
　　弱変化  混合変化
　　　tate-te （立てて） 　Ⅱe１ tati-ti 











22　 現代日本語の強変化動詞の r 語幹動詞と f 語幹動詞の第二中止形に促音があらわれるのを促音便とい





　⑶ 　Ⅰｍ 動詞、Ⅰb 動詞、Ⅰg 動詞は、-te が有声子音であられる。これは現代日本語
のそれと同じである。
　⑷ 　それ以外の動詞は -te が無声子音であらわれる。これも現代日本語のそれと同じで
ある。
　⑸　Ⅰk・Ⅰg・Ⅰt・Ⅰs 動詞は、-te が破擦音化してあらわれる。
　⑹ 　ｒ語幹動詞のうちⅠr２、Ⅰr５動詞は -te が破擦音化しているが、これ以外のｒ語
幹動詞は破擦音化していない。
　⑺　 音便現象のおきていない混合変化動詞のうち、Ⅱi動詞も -te が破擦音化している。
２．４．１　語尾の破擦音化
　現代日本語の弱変化動詞のうち、N２i に対応する安慶名方言の混合変化動詞Ⅱi は、-te 
が破擦音化しているが、N２e に対応する安慶名方言の混合変化動詞Ⅱe１は、破擦音化し
ていない。-te に前接する母音 i の同化によって破擦音化したのである。
Ⅱi    ＊ni = te    ＞ ni-tʃi
Ⅱe１ ＊tate = te  ＞ tati-ti
　おなじ r 語幹でありながら -te が破擦音化する動詞と破擦音化しない動詞がある。その
ちがいは、第一中止形の語末音節の直前の母音が＊i であったか、それ以外の母音であった
かによる。＊i のばあい、その＊i の進行同化による破擦音化であろう。
Ⅰr５  ＊if-i = te   ＞  ʔiwiti　  ＞　ʔiwti　   ＞　ʔi-tʃi　（言って）
Ⅰr４  ＊kaf-i = te  ＞  kawiti  　＞  kawti　  ＞　ko▲▼-ti （買って）
Ⅰr３  ＊araf-i = te ＞  ʔarawiti   ＞ ʔara（▲▼）ti　＞　ʔara-ti（洗って）
　同様に、おなじ r 語幹でありながらⅠr２動詞とⅠr５動詞は -te が破擦音化し、Ⅰr１動
詞とⅠr３動詞とⅠr４動詞は破擦音化しない。またⅠr２型動詞は、促音便化しているが、
Ⅰr１動詞とⅠr３動詞とⅠr４動詞とⅠr５動詞は脱落音便化している。
Ⅰr１　＊tor-i = te   ＞  turti 　＞   tuQti  ＞　tu-ti（取って）
Ⅰr２　＊ir-i = te   ＞  ʔiritʃi 　＞  ʔirtʃi   ＞　ʔiQ-tʃi（入って）
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　安慶名方言には＊i に先行する＊r が脱落する変化（＊ri＞i）があるが、Ⅰr１動詞で r の







ぶる）も語尾が -ti になる。一方、おなじⅠd 動詞でもkuNdʒuN（くびる・縛る）は語尾
が-tʃiである。Ⅰr２動詞と類似の音便化を経たとかんがえる。
＊kabur-i = te ＞  kamburti 　＞ kaNti ＞　kaN-ti（被って）
＊kubir-i = te ＞  kumbiritʃi 　＞ kuNrtʃi ＞　kuNQtʃi ＞ kuN-tʃi（縊って）
　Ⅰk 動詞、Ⅰg 動詞、Ⅰt 動詞、Ⅰs 動詞は、語幹の音声形式の如何をとわず -te が破擦
音化してあらわれる。
　Ⅰt 動詞は、語幹を促音便にし、-te を破擦音化させている。第一中止形の語尾の＊i は、
-te を破擦音化させていて、そのあとに促音便化したが、脱落音便化はみられない。
　また、Ⅰr２型動詞も語幹を促音便にし -te を破擦音化させているが、脱落音便化してい
ない。母音 i は脱落して促音便が発生するまえに、語尾の ti を tʃi に破擦音化させたもの
とかんがえられる。
Ⅰt　＊matʃ-i = te ＞  matʃitʃi 　＞ maQ-tʃi（待って）
Ⅰr２　＊ir-i = te  ＞  ʔiritʃi 　  ＞  ʔiQ-tʃi （入って）




かには、Ⅰs 動詞とⅠg 動詞がある。ただし、Ⅰg 動詞は、語尾を有声子音化させていて、
-dʒiである。
　Ⅰg 動詞とⅠk 動詞の基本語幹末の子音（ g と k ）は、軟口蓋奥舌を調音点にする破裂








Ⅰk１　＊sak-i = te ＞ sakitʃi ＞ saitʃi  ＞ sa-tʃi （咲いて）











　Ⅰm 動詞とⅠb 動詞の語尾は、-di で、有声子音化はしているが、破擦音化はしていない。
第一中止形語尾＊i が -te を破擦音化させるまえに有声子音化させ、脱落している。＊i がさ
きに脱落したとみるなら、Ⅰm 動詞は撥音便化したとかんがえられる。Ⅰb 動詞もⅠm 動
詞と同様であろう。Ⅰn 動詞も同様の変化を経たが、脱落音便化したあとに、語頭音節の
＊i によって破擦音化して -dʒi になったのであろう。
Ⅰm ＊nom-i = te ＞  numite  ＞ numti ＞  nuNdi ＞　nu-di
Ⅰb  ＊job-i = te  ＞  jumbite  ＞ jumdi  ＞　juNdi ＞　ju-di
Ⅰn ＊ʃin-i = te  ＞   ʃinte 　  ＞ ʃiNdi   ＞　ʃidi　＞   ʃi-dʒi
　Ⅰk 動詞の語尾は -tʃi で、Ⅰg 動詞の語尾は -dʒi であり、両者ともに脱落音便化するま






が完全にイ音便化するまえに、有声音化 -dʒi していなければ、k 語幹無声／g 語幹有声の
違いはおきない。イ音便化・口蓋音化のあとに脱落音便化している。
Ⅰk ＊sak-i = te ＞ sakitʃi ＞ saitʃi ＞ sa-tʃi （咲いて）







Ⅰr５ ＊iw-i = te  　＞  ʔiwti　＞　ʔiti　　　＞　ʔi-tʃi　
Ⅰr４ ＊kaw-i = te  ＞  kawti　＞　ko▲▼-ti



























 基本語幹 連用語幹 音便語幹
強変化 
Ⅰm jum-a（読もう） jum-i （読み）  　 ju-di   （読んで） 
Ⅰb jub-a（呼ぼう） jub-i （呼び）　 　　 ju-di  （呼んで）
Ⅰn ʃin-a（死のう） ʃin-i （死に）　   　　  ʃi-dʒi   （死んで） 
Ⅰk１ kak-a（書こう） katʃ-i（書き）　 　　  ka-tʃi  （書いて）
Ⅰg kug-a（漕ごう） kudʒ-i（漕ぎ）　 　 ku-dʒi  （漕いで） 
Ⅰs sas-a（刺そう） saʃ-i　（刺し）　  sa-tʃi   （刺して） 
Ⅰt mat-a（待とう） matʃ-i（待ち）  maQ-tʃi  （待って）
Ⅰr１ tur-a（取ろう） tu-i　（取り） tu-ti    （取って） 
Ⅰr ２ tʃir-a（切ろう） tʃi▲▼   （切り）  tʃiQ-tʃi  （切って） 
Ⅰd１ kaNd-a（被ろう） kaNdʒ-i（被り） kaN-ti  （被って） 
Ⅰd２ kuNd-a（縛ろう） kuNdʒ-i（縛り） kuN-tʃi  （縛って） 
Ⅰr３ ʔarar-a（洗おう） ʔara-i（洗い） ʔara-ti  （洗って） 
Ⅰr４ ko▲▼r-a（買おう） ko▲▼- i （買い） ko▲▼-ti   （買って） 
Ⅰr５ ʔja▲▼／ʔir-a（言おう） ʔi▲▼ 　（言い）  ʔi-tʃi   （言って） 
Ⅰk２ ʔik-a（行こう） ʔitʃ-i（行き）　 　　  ʔN-dʒi  （行って）
混合変化  
Ⅱe１ ʔukir-a （受けよう） ʔuki▲▼  （受け）  ʔuki-ti  （受けて） 
 tatirarir-a （立てられよう） tatirari▲▼  （立てられ） tatiraQ-ti（立られて）
 ʔaNdir-a （溢れよう） ʔaNdi▲▼ （溢れ） ʔaNdi-ti  （溢れて） 
Ⅱe２ ʔutir-a  （落ちよう） ʔuti▲▼  （落ち） ʔuti-ti  （落ちて）
 ʔukir-a （起きよう） ʔuki▲▼  （起き）  ʔuki-ti  （起きて） 
Ⅱi nir-a   （煮よう） ni▲▼   （煮）  ni-tʃi    （煮て） 
Hosei University Repository
− 104 −
Ⅱid ’N▲▼d-a （見よう） ’N▲▼dʒi～mi▲▼ （見） ’N▲▼-tʃi   （見て） 
特殊変化  
Ⅲ１ ’ur-a （居よう） ’u-i　（居り） ’u-ti   （居て）
Ⅲ２ ʔar-a▲▼ （有らば） ʔa-i　（有り） ʔa-ti   （有って）
Ⅲ３ ku▲▼ 　 （来よう） tʃi▲▼    （来） Qtʃi   （来て）
Ⅲ４ sa▲▼ 　　（しよう） ʃi▲▼　  （し） Qʃi     （して）
Ⅲ５ ne▲▼N　（ない） ne▲▼N　（ない） ne▲▼N-ti▲▼（なかったか24)）
３．１． 強変化（子音語幹）
　ʃin-uN（死ぬ）は、基本語幹末の子音が～n になる動詞で、第二中止形の語尾は -dʒi で
ある。この動詞も m 語幹動詞のばあいと同様に撥音便化したあとに、さらに脱落音便化し、
語尾も有声音化して -di になったが、語頭音節の母音 i による進行同化によって破擦音化
して、-dʒi になったとかんがえられる。
　ʔitʃ-uN（行く）は基本語幹末子音が～k で、連用語幹の末尾子音が～ tʃ になる動詞だが、
音便語幹末の子音は -dʒ である。基本語幹末が～k で連用語幹末が～tʃ なのは、Ⅰkと共
























＊nage = te　＞　 nagi-ti   ＞  nagi-ti（投げて）







い。音便化していないが、第二中止形の語尾が破擦音化して -tʃi になっている。接辞 -te 









































　Ⅲ１ ’ur-a（居ろう）　’uN（居る）　　’ui（居り）     ’u-ti（居て）
　Ⅲ２  ʔar-a▲▼（有らば）　 ʔaN（有る）　  ʔai（有り）     ʔa-ti（有って）
　Ⅲ３  ku▲▼（来よう）　　tʃu▲▼N（来る）   tʃi▲▼（来）       Qtʃi（来て）




　Ⅲ４  sa▲▼（しよう）　　suN（する）    ʃi▲▼（し）       Qʃi（して）
　ne▲▼N（ない）には ne▲▼NtaN（なかった）、ne▲▼Nti▲▼（なかったか）、ne▲▼Nte▲▼N（なかった・
パーフェクト相）がある。maNdo▲▼N（たくさんある）には、maNdo▲▼taN（たくさんあった）、
maNdo▲▼ti▲▼（たくさんあったか）、maNdo▲▼te▲▼N（たくさんあった・パーフェクト相）がある。
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